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A survey of the attitudes of college sttldents towards specialeducation and handicapped

children was conducted in tens of positive or negative attitudes. On the vbole Ss were

showed positive attitudes･ The determinants that bad in且uence?n the attitude were kno-

vlege and experience.

signi丘cant differences were found between Ss who would become teachers of regular

classes and those of special classes but no signi丘cant diHerence was found in sex and'grade

among them.

は じ め に

将来教師になろうとする大学生が,障害児や,特殊学級をどのようにしてみているか知

ることほ,特殊教育を見通す上で欠かせない｡普通学級を担任している教師も交沈教育が

盛んになるにつれて,障害児を無視して教育に携わることはできなくなりつつあるし,障

害児と接触する磯会は今後ますます増加するものと予想される｡交流教育についてほ多く

の報告がなされているが(e.g., Crisci 1981l', Hamre-Nietupski & Nietupski 19814',

Rider 19807', Kinnison et al. 1980S', Folio & Norman 19812', Gottlieb 19823'･

p..rman, 19806'),不特定多数の変数が多数あり,また統制できない変数も多く,一般

性を導き出すまでにはかなりの時間を要する｡変数をみてみると障害の程度,家庭や同年

齢の子ども,活動の内容,そして教師の属性など幅が広い｡その中でも特に重要なのほ教

師であろう.障害児に示す教師の態度は重要な意味を持っている.そして.その態度は,

教師になる以前に取こ形成されていると考えられる｡･そこで本調査では,教師をこなること

を希望している学生が,障害者や,特殊学級に対して肯定的態度を示すか,否定的態度を

示すかアンケート調査によって調べることにした｡

方 法

教員養成大学学生56名で,将来教師になることを希望する者を対象としてアンケート

*

特殊教育教室(°ept. of Special Education)
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表1性 別

苛蚕
男

女

13

43

計 56

各 村 健 治

表2 学年内訳

年 次1人 数

1

2

3

4

不 明

2

5

3

45

1

表3 希望校の種類

1人 敬

小 学 校

中 学 校

高等学校

養護学校

そ の 他

不 明

18

17

ll

6

1

3

調査を行った｡

調査内容 アンケートは知識,態度,印象など広い範囲にi,たっている.ここで意図し

たことは,目的で触れたように障害児に対して肯定的な意識内容を示すか,否定的な意識

内容を示すか調べることであるoそのた削こほ,回収できなかったものに対しても言及す

べきでほあるが･基礎資料が得られなかったので触れることができなかった｡

アンケート調査質問事萌

1特殊学級とはどんな子ども達のための学級だと思いますか｡

( )
2 特殊学級について･あなたはどんなイメージを持っていますか｡あてはまる番号の

すべてに○をつけて下さい｡

1)暗い感じがする｡

2)

3)

4)

5)

6)

7)

8)

9)

10)
3

1)

2)

3)

4)

5

6

)

)

明るい感じがする｡

同じ学校の中にあっても普通学級から孤立しているように感じる｡

幼稚園や保育園と同じような生活をしているように感じる｡

特殊学級を受け持っている先生は･ほたから見ると普通学級の先生とは違ってへ

んに見える｡

なんとなく気持ちが悪いし･自分とは別の世界のことのように感じる0

和気あい飢､としていて楽しそうであるo

特殊学級を今まで見たことがないのでこれといったイメージはない｡

特殊学級を受け持っている先生は大変だし偉いと思う｡

その他( )

知恵遅れの子どもを見たり軌､たりしたことがありますか｡それは何を通してです

かoあてほまるものすべてに○印をつけて下さい｡

出身小学校,あるいは中学校に特殊学級があったので｡

テレビ,映画,頼誌などで見た｡

街や駅などで直接見た｡

兄弟,あるいほ親現に知恵遅れの子どもがいるので.

近所に知恵連れの子どもがいるので｡

ボランティアを通して｡
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7)その他( )

4 知恵遅れの子どもとはどんな子どもか説明して下さい｡
●

( )

5 知恵遅れの子.どもをどう思いますか｡あてはまるものすべてに○印をつけて下さ

い｡

1)気持ちが悪い｡

2)

3)

怖い｡恐しい｡

別に何とも思わない｡

4)ただ,同じ人間だと思う｡

5)

6)

かわいそうだと思う｡

かわいらしい｡

7)その他( )

※ これからあとの項目は,将来あなたが小学校,あるいは中学校の教員になった場合も

想定して答えて下さい｡

6 あなたが教員になった場合を想定して該当するものに○印をつけて下さいo

l)壊会があれば是非特殊学級を受け持ってみたい?

2)何となく特殊学級を受け持ってもいい気がする｡

3)特殊学級は受け持ちたくないが,校長から言われればやる｡

4)絶対に特殊学級は受け持ちたくない.

5)その他( )

※ 以下( )内のあてはまるものに○印をして下さい.

7 特殊学級を受け持つと,給料紅(給料月額の6%＋定額)が上のせされて支給され

ることになっていますが,あなたは特殊学級を受け持った方が給料が高いというこ

とをご存知でしたか｡

(はい｡ いいえ｡)

8 養護学校というのほどのような学校なのかご存知じですか｡

(はい｡ いいえ｡)

9
一般の学校に,精薄特殊学級(知恵遅れの学級)があるのとないのでほ,ある方が
普通児の人間形成にとって教育的,社会的にプラスになると思いますかo

(ほい｡ いいえ｡ ?.)

10 知恵遅れの子どもばかりを集めた学琴-行くよりも,一般の学校の中にある特殊学

級へ行った方が,知恵遅れの子どもの人間形成にとって教育的,社会的にプラスに

なると思いますか｡

(はい, いいえ｡ ?)

11大学教育において小･中学校の免許状を取得しようとする学生にほすべて｢特殊教

育概論+ (2単位)程度の授業科目を必修にすべきだと思いますか.

(ほい｡ いいえ｡ ?)
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12 もし自分が普通学級ではなく,精薄特殊学級の担任であったら,特殊学級の担任で

あることを社会生活の場でロにするとき,内心抵抗を感じると思いますか｡

(はい｡ いいえ｡ ?)

13 もしも自分ゐ子どもが普通学級か,特殊学級かという境界にいる状態であ′ったなら

ば,将来のことを考えて,普通学級に在籍させると思いますか｡

(はい｡ いいえ｡ ?)

14 将来,自分の子どもは特殊学級のある小学校とない小学校では,ある小学校に通わ

せたいと思いますか｡

(はい｡ いいえ｡ ?)

15 知恵遅れの子どもほ普通児に乱暴する傾向があると思いますか0

(はい｡ いいえ｡ ?)

16 普通児ほ知恵遅れの子どもをいじめることがあると思いますか0

(はい｡ いいえ｡ ?)

17 普通学級の子ども達に,教師が障害児についての話をしたり,一緒に話し合ったり

することが必要だと思いますか｡

評価方法 評価の基準ほ,肯定的能度,どちらともいえない,否定的態度の3段階で行

い,順に3, 2, 1の得点を与えた｡問1に関しては,正しい答えを肯定的態度とみなし,

誤った答えを否定的態度とみなしたo 同様に問2でほ, 2), 7)を3点, 4), 8)を2点,

1), 3), 5), 6)を1点とした｡また9)は,肯定,否定の両面から答えられるため,他

の問に対する僚向から判断した｡

問3の4)と6)は3点, 1)と5)は親密さの程度で3点,

明の程度によって3段階に分けた｡問5は3)と6)が3点,

2)と3)

4)と5)

は1点,問4は説

が2点, 1)と2)

が1点としたo FR5L6を土1)を3点, 2)を2点, 3)と4)を1点とした.問7以下は否定

的な問題と肯定的な問題があるので, 7, 8, 9, 10, ll, 14, 17については"はい”の答

えを3点, "?”を2点, "いいえ''を1点とし, 12, 13, 15, 16は逆に"いいえ”を3点

として得点した｡

結 果

精神薄弱児を主とする障害児に対して肯定的な目でみるか,否定的な目でみるか,中庸

的態度をとるか計算すると,全体ではt-2.84, df-895, P<0.001で有意差がみられ,

肯定的な目でみていることがわかる｡各項目ごとにみると, 1, 3, 8, 9, 10, ll, 12,

13, 14の9項目は肯定的であり, 5, 6, 7, 15ほいずれともいえず, 2, 4, 16の3項目

において否定的な態度がみられる.

各項目ごとのt検定(dfはいずれも55)の結果は,

1特殊学級についての知識-･----------･---千--------2･56***
2 特殊学級についての印象-------------･------------･1.68***

3 精薄児に接した経験の度合--------･---------------2.73***
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4

5

6

7

8

9

10

ll

12

13

14

15

16
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精薄児についての知識-------------------------1.82*

精薄児に対する印象-----------･--･〉--------------2･04

特殊学級担任希望の有無-------･-----･･----･-.･-----1.98

特殊勤務手当に?いての知識---･-------------------1･96

養護学校について -------･--------･------------･2.36**

普通児にとってほ特殊学級があっ串捻うが人間形成にプラス---･･--･2.61*干*

養護学校よりも特殊学級が良～, ----･------------･--･--2.38**

特殊教育に関する授業科目の必要性-----･･･-･-･･---････-----2.61***

特殊学級を担任することに対する抵抗感わ有無∴---･-------･････2.80***

自分の子どもの場合,特殊学級よりも普通学級-の通学希望---･-･-･2.54***

特殊学級併設校-の通学を希望---･･--･----------------2.57***

精薄児が普通児に乱暴する傾向-------------･-------2.ll

普通児が精薄児をいじめる債向-･･･:･･･--･･-----･.･--････-.･--･･-1.04***

17 障害児についての教師が子どもに教える必要性--･･--･････-------･-***
*

p<0.05
**

p<0.01
***

p<0.001

次に,各項目間の相関をみてみる.

相関が有意であるのが, 1-3, 1-5, 1-9, 1-ll, 1-17, 2-6, 3-ll,

5-12, 9-10, 9-14, 9117, 10-14, 10-17, ll-13, ll-17, 12-17,

17であった｡更に片側検定では1-4, 1-8, 2-4, 2-5, 2-ll, 3-4,

3-13, 5-7, 5-17, 6-12, ll-14に5%水準で有意差がみられる｡

各項目において1か3に印をつけた者を比較したのが表5である｡ 2, 3,

4-9, 5-6,

13-17, 14-

3-8, 3-9,

12, 13, 16の

項目を除いて有意差がみられる｡つまり,肯定的な態度をとるか,否定的な態度をとるか

を決定する要素として1, 4, 5, 6, 7, 8, 9, 10, ll, 14, 15, 17が関与していることに

なる｡

性差はみられない｡ また,学年差は, 4年に片寄っているので, 3年以下と4年とで比

表5 各項目における肯定的･否定的態度

項 目

1

2

3

4

5

6

7

8

9

t

4.173***

1.082

1.268

4. 229***

3.441**

2. 838**

3.412**

4. 105***

3.178**

df は
33

30

43

20

8

25

53

54

38

項 目

10

ll

12

13

14

15

16

17

t

4.647***

3.040**

1.379

0. 296

3. 665***

2. 124*

0.582

oo***

df

27

46

47

34

38

43

54

54

*
p<o.o5

**
p<0.01

*** p<0.001
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較したが,有意差はみられなかった｡希望学校の種類では,小学校,中学校,高等学校の

間でほ塞がなかったが,それらと特殊学級,またほ養護学校を希望する者との間紅1%水

準以下の有意差がみられた｡

考 察

将来,教員として指導的立場に立つであろう学生が,障害児･者にどのような態度をと

るか調べることは社会的に意味があるわけで,本調査でほそれを肯定的態度,またほ否定

的態度ということに絞って調べてみた.全体的紅は肯定的な態度を示しており,障薯児

(主として精神薄弱児)に関する知識もかなり持っていることがわかった.特殊学級牢関

する知識が全くなかった者は56名中2名だけで,知らなかった者がむしろ例外といえる○

しかし,ほとんどの者が精神薄弱児のための特殊学級を想定していて,情緒障害や,言語

障害などについて触れたものはいない｡

問2の特殊学級に対する印象ほ否定的であった｡悪い印象を持っている回答をみてみる

と,暗い感じがすると答えるとともに,特殊学級を受け持っている先生ほ大変だし偉いと

思うというのが目立つ.つまり,普通児と違って精神的にも肉体的にも先生ほ大変だろ'5

し,そういった生徒を相手にして指導する忍耐強さや･我慢強さに対して感心する気持が

現れている.逆にみると,自分にほできそうにもないことをしているための偉さであり･

実際に接すること-こなると態度が否定的紅なるわけで,人間関係の深さと立場によって態

度が変ることがわかる｡

問3で最も多かったのほ,衝や駅などで直接みたということで27.56%であった｡以

下,出身校や特殊学級があったためが25.64%,テレビなどを通して知ったのが23･08%

で,それ以外ほ10%以下であったが,全く見たことがないという者ほ見当らなかったo

障害児を知る壊会として特殊学級やマスコミは大きいが,それよりも,障害者が地域社会

で生活できるようになり,人目をはばからなくなったことが大きい.

問4に関しては56名中16名が不適切な説明を行っている｡正しく説明できたのほ6名

であり,精神薄弱児のイメージがわく程度であることがわかるoしかし,養護学校につい

ては知っている者が多く,特殊教育が⊥般に浸透していることも確かである｡そういった

知識が障害者との距離を接近させ,抵抗感を減少させる基になっている.その頗向が問9

以下の肯定的な反応に現れている｡養護学校のような障害者だけの閉鏡的な社会よりも･

一般社会に近づいた特殊学級が良いと思われているし,できれば健常児と交流しながら成

長できる普通学級に在籍したほうが良いと思っているo

問9以下は障害者の利益,障事の程度,周囲の状態の3点から考えなければならないo

一般社会において生活することが障害児の成長紅プラス忙なると判断しても,周囲の環境

が整備され,十分受け入れる態勢紅なっていなければならないし,障害が重ければ一般社

会では受け入れられない状態になってしまう.アンケート調査における特徴ほ,精神薄弱

児を想定して記入した者が多く,しかも軽度な障害を想定して書いているo 10年前の特

殊教育は,軽度精神薄弱児が大半を占めており重度な者ほいなかった｡したがって普通児
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とほとんど同じで日常生活に支障がない老を対象としているために肯定的であったのかも

しれない｡障害が重く,異常であることが一見してわかるような子どもは含まれていない

ことを考慮すべきであろう｡

障害者を受け入れる過程には大きく分けて3段階の心理的な変化がある｡この変化は,

障害が重くなればなる程顕著になる｡健常者が障害者を知らない時は,机上の知識として

自分なりに解釈して受け入れる.しかし,このように肯定的な場合でも,障害者に会った

時は現実との間にギャップがありすぎて拒否的,否定的になるのが普通であるoそして親

密度が高くなるにつれて障害に対する知識や慣れが増加して理解されるようになり,受け

入れられるようになる｡したがって,調査結果を一括してしまうことは危険であるが,塞

本的には肯定的な立寄にたつ者が多いとみることができるo

知識が十分でないために否定的態度をとる例として問6があげられる｡特殊学級を担任

したくないと答えた理由として最も多かったのは,障害に対する専門的知識のなさからく

る自信のなさや,不安からであった｡また接触の程度による差は問3の下位項目に生じて

くる｡

アンケ-ト調査は,一般的な立場にたって答える項目と特殊な立場にたって答える項目

があり,立場によって差が生じる｡一般的な立場でほ肯定的であったのが,問6のように

特殊な立場にたつと否定的,消極的になってしまう｡例えば,問6と13とを比較してみ

るとわかる｡問6で否定的な態度を示した17名のうちで,問13の｢もしも自分の子ども

が普通学級か特殊学級かという境界にいる状態であったならば,将来のことを考えて普通

学級に在籍させると思いますか+という問に対して,普通学級に入れると答えた者は14

名で,特殊学級と答えた老は1名だけであった｡この回答は特殊学級の担任にはなりたく

ないという希望と一致しているようにみえるが,自分の子どもに関しては普通学級を希望

しているわけで,普通学級で障害児を受け持たなければならないこともあり,答えに矛盾

が生じる｡この矛盾が個体内で無理なく生じたのは,一般的な立場にたつた時と特殊な立

場にたつた時の違いが反映しているからであり,その二面性を考慮しなければならない.

項目間の相関をみると,特殊学級についての知識を高めるためにほ障害者と接すること

と,障害児に関する講義を受けることが必要であることがわかる｡当然のことではある

が,ここで重要なのほ,知識を得ることの必要性を感じているか香かによって違ってくる

ことである｡与えられるのでほなく自ら求めているところに注目しな狩ればならない.

特殊学級に対する印象と,特殊学級担任希望の有無とが相関している｡特殊学級に対す

る印象は小学校,中学校で抱いたものであり,大学に入ってからのものではな声､ろう｡も

しもその当時の特殊学級の印象が良かったならば,特殊学級を担任七てもよいと希望する

者が増加しよう｡それと同時に,障害者に対する正しい知識を小学校で教わることが重要

であるoそれが精神薄弱児に関する概念とも大いに相関する結果となっている｡

精薄児に対する親しさの度合が高くなる程特殊教育に関する知識や理論を必要とするこ

とが明らかにされた｡特殊教育に関する知識はそれだけでは何の役にもたたない｡障害児

と接する榛会があることによって必要性が生じてくるわけであるから,接触の度合と相関
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するのは当然である｡

精薄児に対する印象の良し悪しが特殊学級の担任を希望するか香かを決定するoそれは

また,特殊学級を実際に受け持った時の抵抗感とも関係しているo精薄児に対する印象が

良いことが重要であり,そのためには障害児をよく知る必要があるo頭目9と項目10･

14, 17とが相関しているが,これも障害児を知る榛会があるほうがよいことを示唆して

いる.道にみると,障害者もできるだけ一般社会の中で活動するようにしたほうがよいこ

とになる｡普通児と障害児が交洗することでお互いのプラスになるとみ七いることは,項

目10と13の相関関係にも現れている○閉鎮的な環境よりも開放的な環境の下で育てるこ

とが望ましいと考えている｡

項目11と13とが相関していることは,現実的な問題から解釈されるo普通学級が適し

ているか,特殊学級が適しているか判別するためには理論的裏付けがなければならないo

そのたみには,特殊教育に関する授業を受けることが最も簡単な方法であるo

最も相関の数が多かったのが17であったo 小学生の時に障害児に対する知識が深まれ

ば障害児に対する見方が変ってくるであろうし,障害児を受け入れる場合でも抵抗感が少

なくてすむであろうと感じていることを反映しているo

肯定的な見方をするようになるか,否定的な見方をするようになるかを決定する要素と

してほ12項目あげられた｡しかしここで注目しなければならないのは有意差がなかった

項目3であろう｡結果として肯定的,または否定的態度に影響しないことになっている

が,これは相殺されたためと思われるo個々のケースをみれば,知識が増加するにつれて

否定的になることも起こりうるo肯定的態度を形成するためには相互に交流することが必

要であるが,一方そうすることによって否定的態度が生じることもあるoそのために有意

差がなかったのである｡したがって,有意差はなくても態度に影響を与える要素とみてよ

かろう｡

要 約

障害児に対して肯定的態度を示すか,否定的態度を示すか教員養成大学学生を対象とし

てアンケート調査を行ったところ,全体としては肯定的であった.
17頭目のうち10項目

において肯定的であり, 4項目がどちらでもなく, 3項目が否定的であったoその要田は

知識と接触の程度であり,障害児についての知識は康めており,子どもの頃から知ってい

ることが望ましいと考えている｡また,接触する機会はいろいろな場所で可能であり･そ

れだけ障害者が一般社会で生活していることがわかる.このような機会が一般の人達に障

害を理解させる基になっていると考えられるo
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